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はじめに  

侵入した外来種の生息状況を把握することは，在来生態系への影響や管理を

考える上で重要である．御蔵島にはヒバカリ Hebius vibakari が国内外来種とし

て侵入している (Hasegawa 1999)．しかしながら，里では放し飼いネコがヒバカリ

を持ち帰ったことが報告されているが (野瀬  2021)，里から離れた森林内での本

種の生息状況はほとんど報告されていない．筆者は，約７年間の野外調査の過程

で，森林内でヒバカリ 2 匹の生息を確認したので報告する．  

 

発見状況  

筆者は 2018 年 5 月から現在にかけてほぼ毎月，御蔵島の森林内 (全てのガイ

ドコースとその周辺の林内 )で外来哺乳類やオオミズナギドリの調査を行なって

おり，その過程でヒバカリ計 2 匹を発見した． 2021 年 9 月 28 日に川田の都道

(139.612119°E, 33.883528°N)にて，2024 年 8 月 7 日に尾番の尾のガイドコース上

(139.580731°E, 33.881960°N)にて発見した (図 1)．どちらの個体も発見したのは日

中だった．川田で発見した個体 (図 2)は 100%エタノールで保存している．   
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図 1 ヒ バ カ リ の ⽣ 息 が 確 認 さ れ た 場 所 と 時 期  

 
 

 
図 2 2021 年 9 ⽉ 28 ⽇ に 川 ⽥ で 捕 獲 し た ヒ バ カ リ の 写 真  
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考察  

以上の結果は，里から離れた森林内でもヒバカリが定着していることを示す

と共に，本種が御蔵島に低密度に生息することを示唆している．今後，ヒバカリ

の発見場所や胃内容物の記録を積み重ねていくことで，御蔵島における本種の定

着状況の実態や在来生態系への影響を理解することに貢献するだろう．  
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